
 
 

  １１月５～６日、議会運営委員会で視察に行きました。「視察内容はしっかりご報告して市政に活かす」な
るモットーに基づき、ご報告いたします。 
 
■宮城県議会 ～議会改革が進んでいる理由は？！～ 
 
 １日目は 宮城県庁にて、宮城県議会の議会改革について視察しました。 
 宮城県議会は 「議会改革度調査ランキング」※で常に上位に位置する、 
議会改革の先進自治体。議会改革では「これを取り入れていたら進んでいる」 
という判断項目がいくつかあるのですが、宮城県議会はほぼ抑えています。 
 実際の取り組み内容とともに、議会改革を進めようという雰囲気（改革が 
進むか否かは実際ここが大きく影響する）を見聞したく、視察に訪れました。 
 ※「議会改革度調査（早稲田大学マニフェスト研究所）」 において、２０１１年は全国１位、２０１２年は全国５位。 

 
 宮城県議会で議会改革が進んだ背景。事前に想像したのは、改革派の首長だった浅野史郎元知事の影
響かと。知事がドンドン改革を進め、議会もそれに対応すべく改革を進めたのではないかと。 他にも改革派
首長を経験した都道府県議会（e.g. 北川元知事の三重県議会・片山元知事の鳥取県議会）も、議会改革
先進県です。 
 
 そこで改めて「なぜここまで議会改革が進んでいるのか」と直球で質しました。 
 「浅野元知事の影響もあります。対議会が是々非々だったので、議会も対応を迫られたのは間違いありま
せん。また１期目の改革推進派の議員が一気に増えた時期があったり、浅野知事時代の議長が改革に熱
心だったり、ということもあります」とのこと。 様々な要因が相乗効果となり、改革が進んだようです。 
 
 もう１つ聞きたかったのが「議会内で一致団結して改革を進めていけたのか？」ということ。議会改革は議
員間・党派間で温度差があり、熱心な議員もいれば慎重な議員もいます。ゆえに一枚岩で進めることが難し
く、伊丹市もこの温度差が一番のネックです。 
 宮城県議会いわく「確かに１枚岩になるのはうちでも難しい。ただ熱心な議員たちがリーダーシップを取っ
てドンドン引っ張っている」とのこと。  伊丹市議会では私が引っ張っていく議員の１人になろうと改めて決意
しました。 
 
  具体的な取り組みとしては、以下の項目が印象に残りました。 
●請願者本人による説明  ： 伊丹市議会では現在、請願は提出された請願書を読んで判断しています。 
 宮城県議会は提出者本人が公の場で説明する仕組み。実施する議会も増加中。伊丹でもぜひ。 
●傍聴者アンケートの実施  ： 議会の傍聴者にご意見を書いていただく取り組み。伊丹市議会では取り扱い 
 の煩雑さを懸念してペンディングになった案件。実施したい。 
●当局側の反問権  ： 当局側が議員に逆質問する「反問権」。伊丹市議会では現在、質問 
 内容の確認のみ反問権を認めていますが、これでは反問というよりただの確認。宮城の 
 ように反問の範囲を拡大し、当局と 
 議論の応酬をしたいところです。 
 
  議会改革の目的は、議論できる仕組みを 
整えること・市民に開かれた議会にすること。 
それを進めるのは、議会内の気運を高める 
こと。改めて実感しました。 
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み起こる特殊な出来事ではない。少し歯車が狂うだけで何処でも誰でも起こりうる”との話。講師の
「“自分には関係ない世界”と思っていませんか？社会全体で子どもを育てる時代ですよ」との言葉にド
キリとさせられました。心して悲惨な虐待を防いでいこうと決意を新たにしています。

議会改革の先進自治体へ！～議会運営委員会の視察～ 

 このチラシは、伊丹市議会議員“相崎佐和子”が、市政情報などを 
お届けしているニュース紙です。 
  
 毎月発行（年4回はＡ３・その他はＡ４）しており、ポスティング・
駅やスーパーマーケット前での配布・郵送などでお届けしています。 
 

 相崎佐和子 
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て様々に連携しており、災害協定も締結
 

 

を聞いてみると確かに、伊丹市議会では未実施の事柄が満載。それらは全て“喧々諤々の議論をつくす”こ

とを目指し、改善を積み重ねてきた結果による取り組みでした。
 

●

いうモノですが、

政党での懇談会は多くあれど、意見の異なる議会全体で懇談会をするのは珍しい。さらに定例会（年４回）

ごとに１６ケ所で実施中というキメ細かさ。議員１人につき５ヶ所以上割り振られるハードスケジュールには

頭が下がるばかり。議会報告会すら未実施の伊丹市議会、見習いたいものです。
 

●

日かけていろいろ回るとか。伊丹市議会では、個人で回ることはあれど委員会としては未実施。他議会でも

実施例を聞いたことがありませんが、考えてみれば現地調査は基本中の基本。参考にします。
 
●
をしっかりチェックしようと独自で始めた取り組みらしい。大変珍しく、もちろん伊丹でも未実施。取り組みもさ
ることながら、導入を決めた名取市議会のフレキシブルさに感銘。
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公
ことが多いのが現状（
とにかく議論
います。百戦錬磨の名取市議会議員さん
達は、議論慣れして堂々としておられる。
  
いる名取市議会
の改革をさらに進めて


